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第
４
期
特
定
健
診
等
・
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
作
成
に
向
け
て

―
「
攻
め
の
施
策
」
で
健
保
組
合
の
存
在
価
値
を
示
す
と
き
―

　

全
総
協
会
員
２
４
２
組
合
の
２
０
２
３
年
度
予

算
の
経
常
収
支
差
引
額
は
、
２
２
２
１
億
円
の
赤

字
で
、
過
去
最
大
規
模
の
赤
字
額
と
な
っ
た
。
赤

字
を
計
上
し
た
組
合
は
約
９
割
で
、
高
齢
者
医
療

へ
の
拠
出
金
合
計
は
、
対
前
年
度
比
１
１
５
４
億

円
の
増
加
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
前
年
度
の
一
時
的
な
減
少

か
ら
の
反
動
や
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
が
要
因
と

考
え
ら
れ
、
総
合
組
合
は
引
き
続
き
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
健
保
組
合
等
の
保
険
者

は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
現
役
世
代
か
ら
の

健
康
づ
く
り
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
は
、
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

基
づ
き
様
々
な
保
健
事
業
を
実
施
し
、
加
入
者
の

健
康
増
進
や
医
療
費
適
正
化
に
努
め
て
き
た
。
そ

し
て
、
２
０
２
３
年
度
は
、
第
４
期
特
定
健
診
等

実
施
計
画
の
作
成
と
と
も
に
、
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
の
実
績
評
価
と
、
２
０
２
４
年
度
か
ら

２
０
２
９
年
度
に
向
け
た
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
年
度
と
な
る
。

効
果
を
重
視
し
た
評
価
に
見
直
し

　

今
年
３
月
31
日
に
は
、「
第
４
期
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
手
引
き

（
第
４
版
）」
ほ
か
関
連
通
知
等
が
発
出
さ
れ
、
第

４
期
特
定
健
診
の
変
更
点
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
を
み
る
と
、
特
定
保
健
指
導
の
評
価
で
は
ア
ウ

ト
カ
ム
評
価
（
腹
囲
２
㎝
、
体
重
２
㎏
減
）
を
基

本
と
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
る
行
動
変

容
等
を
評
価
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た
。
今
回

の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
導
入
に
よ
り
、
対
象
者
と

保
健
師
な
ど
が
、
目
標
を
よ
り
具
体
的
に
一
致
さ

せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
第
４
期
前
半（
２
０
２
４
年
度
か
ら
２

０
２
６
年
度
ま
で
）
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
支
援

金
の
加
算
・
減
算
の
基
準
も
決
定
し
、
減
算
制
度

で
は
評
価
項
目
も
大
き
く
見
直
さ
れ
、
生
活
習
慣

の
リ
ス
ク
保
有
率
（
喫
煙
・
運
動
・
食
事
・
飲

酒
・
睡
眠
）の
改
善
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
か
ら
抽

出
・
集
計
し
た
保
険
者
ご
と
の
数
字
や
相
対
値
を

用
い
て
評
価
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
ア
ウ

ト
カ
ム
評
価
の
要
素
が
強
く
、
よ
り
効
果
を
重
視

し
た
評
価
へ
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
印
象
で
あ
る
。

事
業
所
を
巻
き
込
ん
だ
事
業
運
営
を

　

同
じ
く
今
年
３
月
に
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
に
向
け
た
見
直
し
も
示
さ
れ
た
。
健
保
組
合
が
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
な
ど
を
基
に
し
た
保
健
事
業

で
目
指
す
主
な
目
的
は
、
加
入
者
の
健
康
増
進
や

医
療
費
の
適
正
化
で
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

健
保
組
合
は
加
入
者
の
健
診
結
果
や
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
の
分
析
を
行
い
、
個
々
の
健
康
課
題
に
即

し
た
、
き
め
細
か
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
っ
た
大
き
な
強
み
を
も
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
事
業
主
側
で
は
、
近
年
の
健
康
経
営
の

考
え
方
が
重
要
度
を
増
し
、
健
保
組
合
と
事
業
主

と
が
積
極
的
に
連
携
す
る
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
な

ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
双
方
が
共
に
健
康
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
健

康
経
営
と
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
う
ま
く
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
、
従
業
員
の
健
康
意
識
及
び
労
働

生
産
性
は
向
上
し
、
企
業
価
値
も
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
健
康
経
営
を
進
め
る
企
業
で

は
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
か
ら
社
員
の
健
康
状
況

や
健
康
投
資
の
状
況
を
把
握
し
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
（
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
み
）
等
を
開
示
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
今
後
の
企
業
経
営
に
お
い
て
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
活
用
が
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
加
入

事
業
所
の
持
続
的
な
価
値
向
上
を
目
指
す
う
え
で

も
、
健
保
組
合
の
役
割
は
更
に
拡
大
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　

健
保
組
合
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
加
入
者
の
健

康
増
進
に
主
体
的
に
関
わ
る
存
在
と
な
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
よ
り
保
険
者
機
能
を
発
揮
し

て
、
事
業
所
を
巻
き
込
ん
だ
効
率
的
、
効
果
的
な

事
業
運
営
を
行
う
こ
と
は
、
医
療
費
の
適
正
化
だ

け
で
な
く
、
将
来
へ
の
投
資
と
い
え
る
。

　

今
年
３
月
に
示
さ
れ
た
第
４
期
特
定
健
診
等
実

施
計
画
及
び
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で
は
、

事
業
主
と
の
よ
り
強
い
連
携
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

積
極
的
な
「
攻
め
の
施
策
」
を
踏
ま
え
た
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
計
画
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に

あ
る
総
合
組
合
に
お
い
て
も
、
改
め
て
健
保
組
合

の
存
在
価
値
を
示
す
良
い
機
会
と
捉
え
、
し
っ
か

り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。
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Ⅰ�　
重
点
要
望
事
項
・

新
規
要
望
事
項

１
．
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
公
費
拡
充
の

た
め
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
医
療
の
負
担
構
造
の
見
直

し
、
国
民
所
得
の
伸
び
を
上
回
っ
て
増

え
続
け
る
国
民
医
療
費
の
抑
制
策
等
も

含
め
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
確

立
の
た
め
の
更
な
る
見
直
し
を
早
急
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�
（
継
続
・
修
正
）

①　

増
え
続
け
る
膨
大
な
医
療
費
の
軽
減

と
世
代
間
の
公
平
な
負
担
を
図
る
た
め
、

前
期
高
齢
者
、
後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
割
合
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

　
　

�

前
期
高
齢
者
…
３
割
負
担
（
住
民
税

非
課
税
者
２
割
負
担
）

　
　

�

後
期
高
齢
者
…
２
割
負
担
（
現
役
並

み
３
割
、
住
民
税
非
課
税
者
１
割
負

担
）
と
す
る
が
、
将
来
的
に
は
３
割

負
担

②　

納
付
金
等
が
過
大
な
負
担
と
な
ら
な

用
負
担
構
造
の
見
直
し
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

⑥　

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
保
険
料
率
、

収
納
率
等
の
赤
字
構
造
問
題
の
改
革
を

行
わ
な
い
ま
ま
、
前
期
高
齢
者
納
付
金

で
支
援
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
り
、

到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

前
期
高
齢
者
納
付
金
を
別
建
て
管
理
す

る
方
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
。〈
修
正
〉

３
．
被
扶
養
者
認
定
基
準
に
つ
い
て
、
基

準
の
統
一
化
・
明
確
化
等
を
検
討
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
検
討
状
況
に

つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
併
せ

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

①　

適
用
拡
大
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
扶

養
者
の
ほ
う
が
、
適
用
拡
大
の
対
象
と

な
る
被
保
険
者
よ
り
収
入
が
多
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
整
合
性
が
な
く
、
更

な
る
適
用
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
む
た

め
に
も
、
被
扶
養
者
の
年
間
収
入
基
準

の
「
１
３
０
万
円
未
満
」
を
「
１
０
６

万
円
未
満
」
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。

②　

収
入
が
あ
る
者
の
年
間
収
入
基
準
額

い
よ
う
、
引
き
続
き
高
齢
者
支
援
金
等

負
担
助
成
事
業
を
継
続
し
、
交
付
基
準

の
緩
和
及
び
国
庫
補
助
金
の
増
額
に
向

け
、
新
た
な
規
定
等
を
設
け
る
な
ど
制

度
化
を
図
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
健
保
組
合
へ
の
支
援
と
し
て
、

令
和
４
年
12
月
に
決
定
し
た
追
加
支
援

に
つ
い
て
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

�

〈
修
正
〉

③　

前
期
高
齢
者
納
付
金
の
算
定
に
当
た

っ
て
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
前
期
高

齢
者
給
付
費
の
上
限
の
ほ
か
に
、
前
期

高
齢
者
個
人
の
診
療
報
酬
明
細
書
１
件

当
た
り
の
上
限
額
を
設
定
す
る
こ
と
。

　
　

な
お
、
上
限
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
、
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
。

④　

現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
現
役
並
み
の

所
得
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付

費
へ
の
公
費
投
入
を
行
う
こ
と
。

⑤　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
支
援
金
を
前
期
高
齢
者
納
付
金
等

に
よ
り
財
政
調
整
対
象
と
す
る
こ
と
は

制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
速
や
か

に
廃
止
す
る
な
ど
、
前
期
高
齢
者
の
費

令
和
６
年
度　

健
康
保
険
組
合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項

�

全
国
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会

　全国総合健康保険組合協議会は６月30日、「令和６年度健康保険組合予算編成に関する要望

事項」を厚生労働省保険局保険課に提出した。今秋にも、同省保険課と意見交換会の中で回答

を受ける予定としている。要望事項の全文は以下のとおり。

厚生労働省へ要望事項を提出
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（
60
歳
以
上
の
老
年
者
又
は
概
ね
障
害

年
金
の
受
給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の

障
害
者
で
あ
る
場
合
は
１
８
０
万
円
未

満
）
に
つ
い
て
、
早
急
に
生
活
や
就
労

の
実
態
を
調
査
し
、
年
齢
基
準
を
見
直

す
こ
と
。�

〈
修
正
〉

③　

収
入
が
あ
る
者
の
被
扶
養
者
認
定
に

お
け
る
「
自
営
業
者
」
の
収
入
に
つ
い

て
、
早
急
に
実
態
を
調
査
し
、
自
営
業

者
以
外
の
被
扶
養
者
と
同
様
に
、
総
収

入
を
も
っ
て
判
断
で
き
る
よ
う
、
関
連

通
知
を
廃
止
し
て
い
た
だ
く
か
、
具
体

的
な
取
扱
い
基
準
を
示
す
こ
と
。

�

〈
修
正
〉

４
．
同
一
期
間
中
の
傷
病
手
当
金
と
育

児
・
介
護
休
業
給
付
金
の
給
付
調
整
に

つ
い
て
、
昨
年
の
回
答
で
は
、「
給
付
の

目
的
が
異
な
り
、
併
給
調
整
を
行
う
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
重
複
給
付
さ
れ
た
場

合
、
就
労
中
の
収
入
を
上
回
る
こ
と
と

な
り
不
適
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
給
付

調
整
を
行
う
よ
う
法
改
正
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

５
．「
介
護
保
険
料
減
額
更
正
請
求
事
件

（
平
成
25
年
５
月
27
日
最
高
裁
判
決
）」

に
よ
り
、
保
険
料
を
減
額
更
正
す
る
場

合
に
は
、
期
間
制
限
に
は
服
さ
な
い
と

す
る
判
決
が
確
定
さ
れ
、
こ
の
判
決
を

き
っ
か
け
に
、
国
民
健
康
保
険
法
、
介

護
保
険
法
、
高
確
法
に
お
い
て
は
、
権

利
義
務
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う
趣
旨
で

「
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
」
の
規
定
を

追
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
平
成
27

年
４
月
施
行
）。
同
様
の
規
定
を
健
康

保
険
法
に
定
め
て
い
た
だ
き
、
遡
及
で

き
る
期
間
の
制
限
を
設
け
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

６
．
傷
病
手
当
金
の
支
給
日
額
が
、
支
給

開
始
日
の
属
す
る
月
以
前
の
継
続
し
た

12
か
月
の
標
準
報
酬
月
額
を
基
に
算
定

す
る
よ
う
見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
定
年
後
再
雇
用
者
な
ど
は
現

状
の
報
酬
、
日
額
と
大
き
な
差
が
生
じ

て
い
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
差
が
生
じ
な
い
日
額
の
決
め
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

７
．
国
税
で
認
め
ら
れ
て
い
る
「
事
前
確

定
届
出
給
与
に
関
す
る
届
出
」
制
度
を

利
用
し
た
場
合
は
、
賞
与
を
含
め
た
年

間
総
報
酬
額
を
12
か
月
分
で
案
分
し
た

額
を
標
準
報
酬
月
額
と
す
る
よ
う
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

８
．
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
負
担
調
整
及

び
特
別
負
担
調
整
に
お
け
る
義
務
的
経

費
に
占
め
る
拠
出
金
の
割
合
の
算
出
に

当
た
り
、
総
報
酬
割
が
導
入
さ
れ
て
い

る
後
期
高
齢
者
支
援
金
を
除
い
た
、
新

た
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

そ
の
際
に
は
、
医
療
費
が
高
い
た
め

義
務
的
経
費
に
占
め
る
拠
出
金
割
合
の

基
準
に
該
当
し
な
い
保
険
料
率
が
高
い

財
政
の
厳
し
い
保
険
者
が
対
象
と
な
る

よ
う
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
財
源
率

や
保
険
料
率
を
考
慮
し
た
仕
組
み
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

９
．
令
和
６
年
度
か
ら
前
期
高
齢
者
納
付

金
の
財
政
調
整
に
お
け
る
報
酬
調
整
が

導
入
さ
れ
る
が
、
導
入
後
の
納
付
金
額

が
ど
の
程
度
増
減
す
る
の
か
「
計
算

ツ
ー
ル
（
諸
係
数
な
ど
）」
を
早
急
に
提

供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

10
．
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
喫

緊
の
課
題
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
少
子
化
対
策
は
推

進
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
、
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
、
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
等
の

健
康
保
険
に
お
け
る
少
子
化
対
策
は
、

健
保
組
合
に
と
っ
て
も
過
重
な
負
担
と

な
り
ま
す
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
る
健

保
組
合
へ
の
影
響
を
十
分
に
注
視
す
る

と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
の
推
進
に
資

す
る
健
保
組
合
の
取
組
み
へ
の
支
援
等
、

必
要
な
財
政
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

11
．
保
険
者
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
介
護

保
険
制
度
の
徴
収
事
務
は
国
の
事
務
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
前
記
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

①　

介
護
納
付
金
の
全
面
総
報
酬
割
へ
の

移
行
に
よ
り
、
異
な
る
被
用
者
保
険
の

間
で
あ
っ
て
も
、
特
定
被
保
険
者
制
度

採
用
の
有
無
を
除
け
ば
、
同
一
の
報
酬

に
対
す
る
保
険
料
負
担
（
料
率
）
の
差

は
な
く
な
る
制
度
設
計
で
あ
っ
た
が
、

導
入
後
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

各
医
療
保
険
者
は
介
護
保
険
の
保
険

者
で
は
な
い
た
め
、
国
が
財
政
調
整
に

必
要
な
全
国
一
律
の
保
険
料
率
を
設
定

す
る
よ
う
見
直
す
こ
と
。

②　

第
２
号
被
保
険
者
の
減
少
等
に
よ
り
、

毎
月
の
介
護
納
付
金
に
大
幅
な
不
足
が

生
ず
る
場
合
に
は
、
年
度
内
に
減
額
調

整
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

12
．
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
加
算
減
算
制

度
を
廃
止
し
、
新
た
に
、
公
費
を
財
源

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
間
は
、
総
合
健

保
組
合
の
目
標
実
施
率
に
つ
い
て
、
更

に
緩
和
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

13
．
被
扶
養
者
認
定
の
際
に
、
40
歳
以
上

の
者
に
対
し
て
は
「
特
定
健
診
の
受
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診
」
を
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
新
規
）

14
．
事
業
主
に
義
務
付
け
さ
れ
る
労
働
安

全
衛
生
法
に
よ
る
定
期
健
診
・
保
健
指

導
と
、
健
保
組
合
に
義
務
付
け
さ
れ
る

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
連
係
さ

せ
、
互
い
に
デ
ー
タ
を
送
る
仕
組
み
の

構
築
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
（
新
規
）

15
．
国
は
特
定
健
診
の
実
施
及
び
実
績
報

告
を
保
険
者
に
義
務
付
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
実
施
機
関
か
ら
保
険
者
へ
の

デ
ー
タ
提
供
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め

る
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
と
す
る
こ
と
を
必
須
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
服
薬
・
喫
煙
等
の
問
診
デ
ー

タ
の
提
供
に
つ
い
て
も
必
須
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

16
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
な
い

中
で
運
営
費
等
を
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
中
間
サ
ー
バ
ー
等
に
係
る
必

要
経
費
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
経
費
、

そ
の
後
の
運
用
に
要
す
る
経
費
等
に
つ

い
て
、
全
額
国
の
負
担
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

ま
た
、
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
、
機
器
設
備
の
購
入
、

デ
ー
タ
管
理
料
等
の
費
用
負
担
及
び
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
に
係
る
事
務
作
業

の
増
加
に
よ
る
人
的
負
担
に
対
し
て
、

相
応
の
国
庫
補
助
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

17
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
）
は
、
被
保
険
者
等
の
加
入

者
サ
ー
ビ
ス
（
利
便
性
）
向
上
を
図
る

た
め
の
施
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
理

解
し
ま
す
が
、
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
照
会
時
の

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
全
件
照
会

が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

す
ま
す
重
い
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

単
価
の
引
下
げ
や
公
費
に
よ
る
支
援
措

置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

18
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
情
報

を
変
更
す
る
と
、
金
融
機
関
に
情
報
提

供
し
て
金
融
機
関
側
の
登
録
住
所
に
反

映
さ
れ
る
仕
組
み
が
５
月
16
日
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
金
融
機
関
等
が
公
的
個

人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
事
前
に

本
人
同
意
を
得
て
い
る
場
合
、
最
新
の

４
情
報
（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
）
を
Ｊ-

Ｌ
Ｉ
Ｓ
か
ら
入
手
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
保
険
者

へ
も
住
所
変
更
の
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
新
規
）

19
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
す
る

た
め
の
組
合
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や

資
格
確
認
書
の
作
成
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

の
改
修
経
費
等
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
の
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

運
営
維
持
経
費
等
に
つ
い
て
も
全
額
国

庫
負
担
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

20
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
け
る
資

格
重
複
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
、
被
扶
養

者
に
認
定
さ
れ
た
ま
ま
の
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
、
ま
た
、
保
険
者
に
よ
っ
て
重

複
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
保
険
者

と
未
実
施
の
保
険
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
根
本
的
な
資
格
重
複
の
是
正
に

向
け
た
法
整
備
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
ご
教

示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
・
修
正
）

21
．
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
導
入
さ
れ

た
も
の
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
枚
数
が
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

周
知
を
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

22
．
保
険
医
療
機
関
等
が
レ
セ
プ
ト
を
作

成
す
る
際
に
任
意
の
記
載
と
な
っ
て
い

る
項
目
（
受
診
日
、
調
剤
日
等
）
に
つ

い
て
、
レ
セ
プ
ト
の
振
替
・
分
割
す
る

た
め
に
必
要
な
項
目
（
レ
コ
ー
ド
）
に

つ
い
て
は
、
必
須
項
目
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

23
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
の
一
体
化
（
健
康
保
険
証
廃
止
）
に

つ
い
て
は
、
国
民
全
体
に
関
わ
る
仕
組

み
で
も
あ
り
、
届
出
等
事
業
主
の
協
力

も
不
可
欠
な
た
め
、
国
か
ら
十
分
な

「
周
知
・
広
報
」
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
新
規
）

24
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
者
が
必
要
な
保
険

診
療
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、「
資
格

確
認
書
」
を
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に

よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
現
場
の
声
を
最
大
限
取
り
入
れ

て
、
そ
の
取
扱
い
等
は
柔
軟
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

25
．
国
が
進
め
る
行
政
手
続
き
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
の
基
本
計
画
に
お
け
る
、
電

子
申
請
へ
の
移
行
促
進
に
つ
い
て
は
、

実
施
主
体
で
あ
る
事
業
所
へ
の
周
知
・

広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
健
保
組
合
に

お
け
る
電
子
申
請
環
境
を
整
え
る
た
め

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
支

援
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

26
．
電
子
申
請
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
方
針

に
基
づ
き
、
早
急
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
よ
る
申
請
方
法
に
一
本
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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ま
た
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、
日
本

年
金
機
構
の
届
書
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

健
保
組
合
申
請
用
機
能
を
付
加
（
被
扶

養
者
異
動
届
）
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に

よ
る
届
出
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
利
用

者
側
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

27
．
地
方
厚
生
（
支
）
局
が
公
表
し
て
い

る
「
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
個
別
指

導
に
お
い
て
保
険
医
療
機
関
等
（
医

科
）
に
改
善
を
求
め
た
主
な
指
摘
事

項
」
内
、「
３
．
基
本
診
療
科
（
２
）
再

診
料
」
の
内
容
に
よ
る
と
、
再
診
料
を

算
定
で
き
な
い
も
の
の
例
と
し
て
、

「
予
防
接
種
と
併
せ
て
実
施
し
た
も
の
」

や
「
健
康
診
断
と
併
せ
て
実
施
し
た
も

の
」
と
あ
る
が
、
予
防
接
種
又
は
健
康

診
断
と
同
日
に
、
同
一
の
保
険
医
療
機

関
内
に
て
再
診
料
が
算
定
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
保
険
医

療
機
関
等
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
新
規
）

28
．「
支
払
基
金
介
護
関
係
業
務
方
法
書
」

に
お
い
て
、
納
付
金
の
納
期
基
準
日
は

「
各
月
の
翌
月
の
５
日
と
す
る
」
と
あ

る
が
、
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
保
険

料
引
落
し
日
が
翌
月
の
最
初
の
営
業
日

と
な
り
、
健
保
組
合
で
入
金
を
確
認
す

る
ま
で
に
２
営
業
日
が
必
要
と
な
る
た

め
、「
５
日
」
を
「
第
５
営
業
日
」
へ
変

更
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
新
規
）

29
．
社
会
・
経
済
情
勢
の
先
行
き
が
不
透

明
な
中
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
組
合
財

政
が
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
財
政
の
危
機
的
状
況
を
打
開
し
、

健
全
な
医
療
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
国
に
よ
る
強
力
な
財
政
支
援

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
・
修
正
）

Ⅱ　
継
続
要
望
事
項

（
例
年
の
回
答
等
に
つ
い
て
内
容
が
変
更

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
ご
回
答
願
い
ま
す
）

≲
制
度
関
係
≳

１
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
高
齢

者
医
療
費
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
現
役
世
代
か

ら
支
援
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
所
得
に

応
じ
た
負
担
に
理
解
を
得
る
こ
と
を
前

面
に
し
た
広
報
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
よ
っ
て
、
引
き
続
き
事
業
主
及

び
被
保
険
者
等
に
も
分
か
り
や
す
い
内

容
で
、
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

テ
レ
ビ
放
映
等
を
活
用
し
た
周
知
広
報

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
制
度
周
知

方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

２
．
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
改
善
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

①　

納
付
金
等
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、

翌
々
年
度
に
多
額
の
精
算
納
付
額
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
早
急
に
見
直
す

こ
と
。

②　

前
期
高
齢
者
給
付
費
額
等
の
過
大
又

は
過
小
に
係
る
補
正
申
請
要
件
に
つ
い

て
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
健
保
組
合

の
実
情
に
沿
っ
た
更
な
る
緩
和
を
実
施

す
る
こ
と
。

③　

前
期
高
齢
者
加
入
者
調
整
率
の
補
正

係
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
健

保
組
合
の
医
療
費
適
正
化
の
取
組
み
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
補
正
係
数
の
伸
び

を
抑
制
す
る
こ
と
。

④　

納
付
金
等
の
算
出
基
礎
と
な
る
係
数

に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
時
の
数
値
と

賦
課
時
の
数
値
の
乖
離
が
大
き
く
、
組

合
会
等
で
の
説
明
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

乖
離
幅
が
で
き
る
だ
け
最
小
限
に
な
る

よ
う
精
査
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
組
合
会
等
で
説
明
が
必
要
な

た
め
、
諸
係
数
の
算
出
根
拠
や
変
動
し

た
理
由
等
に
つ
い
て
も
保
険
者
へ
明
示

す
る
こ
と
。

⑤　

後
期
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
の

効
果
的
な
実
施
や
、
医
療
費
の
適
正
化

が
、
現
役
世
代
の
支
援
金
等
に
影
響
す

る
た
め
、
引
き
続
き
広
域
連
合
を
指
導

す
る
こ
と
。

３
．
保
険
調
剤
費
の
抑
制
の
た
め
、
後
発

医
薬
品
・
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
医
薬
品
の

使
用
促
進
及
び
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
利

用
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
積
極
的
な
広

報
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
医
療

機
関
・
保
険
薬
局
等
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
、
引
き
続
き
指
導
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

４
．
後
発
医
薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進
策

と
し
て
、
合
理
的
な
理
由
な
く
新
薬
を

希
望
し
た
場
合
に
、
後
発
薬
と
の
差
額

を
自
己
負
担
に
す
る
な
ど
の
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
存
在
す
る

医
療
用
医
薬
品
に
つ
い
て
は
保
険
適
用

外
に
す
る
な
ど
の
検
討
も
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の
施
術
に
係

る
療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
次

の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

①　
「
各
種
保
険
適
用
」
な
ど
の
誤
解
を

招
く
広
告
や
看
板
等
が
多
数
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
告
表
示
等
の
あ
り
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方
を
含
め
て
、
保
健
所
等
と
の
連
携
の

も
と
、
施
術
者
に
対
す
る
指
導
・
監
査

体
制
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
。

②　

柔
道
整
復
療
養
費
の
「
償
還
払
い
」

に
つ
い
て
一
部
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
長
期
・
頻
回
施
術
の
患
者
」
が
対
象

か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

後
の
改
定
時
に
、
対
象
者
の
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と
。

③　

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
療
養
費
に
対

す
る
不
正
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
し
、
不
正
に
対
す
る
罰
則
の

厳
格
化
を
図
る
こ
と
。

６
．
療
養
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
柔

道
整
復
療
養
費
の
申
請
書
に
は
、
負
傷

の
部
位
数
等
に
関
わ
ら
ず
、
負
傷
原
因

の
記
入
を
必
須
項
目
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

７
．
治
療
用
装
具
療
養
費
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、「
採
寸
・
採
型
を
行
っ
た
装

具
業
者
の
請
求
と
保
険
医
療
機
関
の
診

療
報
酬
の
算
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
明
確
な
定
め
が
な
い
た
め
、
保

険
局
医
療
課
で
取
扱
い
を
整
理
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
回
答
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
の
整
理
状
況
に
つ
い

て
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

８
．
治
療
用
装
具
療
養
費
に
つ
い
て
、
簡

素
な
既
製
品
を
定
価
以
上
の
高
額
な
料

金
で
請
求
す
る
事
例
や
、
再
発
防
止
・

予
防
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
の
作
成
事
例
、

医
科
点
数
表
の
所
定
点
数
に
含
ま
れ
る

簡
易
な
コ
ル
セ
ッ
ト
状
の
製
品
等
を
請

求
す
る
事
例
が
横
行
し
て
い
る
の
で
、

保
険
医
療
機
関
等
に
周
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

な
お
、
既
製
品
リ
ス
ト
の
拡
充
を
急

ぐ
と
と
も
に
、
既
製
品
リ
ス
ト
に
収
載

さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
療
養
費
と
し
て

の
金
額
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
品
に
つ
い

て
は
、
療
養
費
の
支
給
対
象
と
し
な
い

な
ど
の
取
扱
い
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
既
製
品
の
装
具
に
つ
い
て
は
、

療
養
費
で
は
な
く
診
療
報
酬
で
適
正
に

評
価
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

９
．
国
民
健
康
保
険
制
度
の
創
設
や
事
業

内
容
の
充
実
な
ど
、
長
年
の
経
過
の
中

で
、
任
意
継
続
被
保
険
者
制
度
の
存
続

意
義
も
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
制

度
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
廃
止
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
資
格
要
件
の
被
保
険
者
期
間
「
２

か
月
以
上
」
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員

共
済
組
合
法
と
同
様
に
、「
１
年
以
上
」

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

10
．
資
格
喪
失
後
の
出
産
育
児
一
時
金
及

び
埋
葬
料
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
国
民

皆
保
険
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お

り
、
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
者
か
ら

支
給
す
べ
き
で
あ
り
、
資
格
喪
失
前
の

保
険
料
納
付
実
績
は
関
係
が
な
い
の
で
、

廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
資
格
喪
失
後
の
傷
病
手
当
金

及
び
出
産
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て
も
、

廃
止
又
は
受
給
資
格
要
件
の
被
保
険
者

期
間
１
年
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
受

給
期
間
を
除
い
た
期
間
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

11
．
傷
病
手
当
金
に
係
る
医
師
の
意
見
に

つ
い
て
は
、
患
者
の
症
状
、
治
療
内
容

等
に
加
え
て
労
務
不
能
と
判
断
し
た
理

由
に
つ
い
て
再
照
会
を
必
要
と
す
る
事

例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な

保
険
給
付
の
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
明

瞭
な
証
明
内
容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
を
、「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険

医
療
養
担
当
規
則
」
に
定
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

な
お
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
明
確
に

記
載
す
る
よ
う
保
険
医
療
機
関
等
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

12
．
最
低
賃
金
法
の
適
用
基
準
及
び
厚
生

年
金
保
険
法
の
標
準
報
酬
月
額
の
下
限

（
８
・
８
万
円
）
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

健
康
保
険
に
加
入
す
べ
き
被
保
険
者

（
常
用
的
雇
用
関
係
に
あ
る
従
業
員
）

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
連
動

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
標
準
報
酬
月

額
の
下
限
を
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

13
．
育
児
休
業
中
の
保
険
料
免
除
要
件
に

つ
い
て
は
、
法
改
正
に
よ
り
一
部
見
直

さ
れ
ま
し
た
が
、
月
末
時
点
で
短
期
間

の
育
休
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
と
な
る
仕
組
み
は
そ
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
賞
与
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
免
除
を
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

14
．
二
以
上
事
業
所
勤
務
者
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
法
令
や
通
知
に
よ
る
整
理
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
運
用
面
に
依
存

す
る
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

適
用
事
業
所
へ
の
通
知
に
係
る
個
人
情

報
の
対
応
も
含
め
、
早
急
に
根
本
的
な

見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

な
お
、
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

15
．
支
払
基
金
へ
の
委
託
金
に
つ
い
て
は
、

診
療
報
酬
の
未
収
金
が
減
少
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
計
算
期
間
を
見
直
す

等
、
実
情
に
応
じ
た
委
託
金
額
に
見
直

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

16
．
賞
与
支
払
月
に
定
年
再
雇
用
及
び
雇

用
契
約
更
新
に
係
る
資
格
の
得
喪
処
理

を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
同
一
事
業
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所
で
の
就
労
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
得
喪
処
理
で
は
な
く
、
得
喪
日

の
翌
月
を
改
定
月
と
す
る
定
年
再
雇
用

時
月
変
等
（
特
例
月
変
等
）
を
新
設
す

る
な
ど
、
賞
与
保
険
料
を
徴
収
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

　
〔
事
例
〕　

賞
与
支
払
日　
　

６
／
10

　
　
　
　
　

�

定
年
再
雇
用
及
び
雇
用
契
約
更

新
に
係
る
得
喪
日　

６
／
15

17
．
被
保
険
者
が
70
歳
未
満
の
場
合
の
70

歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
自
己
負
担
割
合

は
原
則
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被

保
険
者
が
70
歳
以
上
の
場
合
と
同
様
に

被
保
険
者
の
標
準
報
酬
に
基
づ
く
負
担

割
合
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

18
．
保
険
医
療
機
関
等
の
指
導
に
伴
う
地

方
厚
生
（
支
）
局
の
返
還
金
通
知
に
つ

い
て
、
現
物
高
額
療
養
費
が
含
ま
れ
て

い
な
い
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
指
導
監
査
業
務
等
実
務

要
領
（
監
査
編
）
に
基
づ
き
記
載
す
る

よ
う
、
地
方
厚
生
（
支
）
局
及
び
保
険

医
療
機
関
等
に
対
し
て
徹
底
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
実
務
要
領
に
注
意
事
項
と
し

て
、
そ
の
旨
の
記
載
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
継
続
）

19
．
予
算
編
成
に
お
い
て
準
備
金
限
度
内

部
分
を
満
た
さ
な
い
場
合
、『
準
備
金

限
度
内
部
分
に
係
る
積
立
計
画
』
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
令
和
２

年
度
よ
り
保
険
料
猶
予
措
置
を
実
施
し

て
い
る
場
合
や
、
特
例
月
変
等
で
保
険

料
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
場
合

な
ど
財
政
運
営
が
厳
し
い
健
保
組
合
に

は
、
現
行
の
２
年
間
で
の
積
立
計
画
で

は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
収
入
増
を
見
込
め
な
い
状
況
下
で
、

保
険
料
率
引
上
げ
を
前
提
と
し
た
計
画

で
は
、
健
保
組
合
解
散
の
議
論
に
直
結

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的

な
計
画
期
間
と
す
る
な
ど
、
実
情
に
即

し
た
柔
軟
な
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
継
続
）

≲
国
庫
補
助
金
関
係
≳

１
．
健
保
組
合
に
お
い
て
は
、
医
療
費
や

拠
出
金
等
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す
る

中
で
、
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
へ
の
対
応
に
よ
り
、
業
務
量
が
増
大

し
事
務
負
担
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

事
業
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
、
事
務
費

負
担
金
予
算
を
増
額
し
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

２
．
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
国
庫
補

助
金
に
つ
い
て
、
実
績
額
に
基
づ
く
適

正
な
補
助
金
（
追
加
支
給
も
含
め
）
と

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
集
団
方

式
」
に
お
い
て
も
「
個
別
方
式
」
と
同

等
の
内
容
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
集
団
方
式
」
の
補
助
金
単
価
を
引
き

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．
育
児
休
業
は
長
期
に
お
よ
び
、
保
険

料
収
入
の
減
少
は
健
保
組
合
に
と
っ
て

過
重
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

負
担
の
大
き
い
保
険
者
へ
、
公
費
に
よ

る
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
。�

（
継
続
）

≲
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
特
定
健

診
・
保
健
指
導
関
係
≳

１
．
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
効
果
的
な
保
健
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
事
業
主
と
協
働
し
て
事
業
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事

業
主
へ
の
協
力
要
請
な
ど
、
適
宜
適
切

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

≲
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡

大
関
係
≳

１
．
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大
は
段
階

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
短
時
間
労
働

者
を
多
く
雇
用
す
る
特
定
の
業
種
・
業

態
の
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
拠
出

金
負
担
・
保
険
給
付
費
等
に
多
大
な
影

響
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
令
和
６
年
度
以
降
も
適
用
拡
大
に

よ
る
保
険
者
へ
の
影
響
に
対
し
て
十
分

な
負
担
軽
減
措
置
の
継
続
、
拡
充
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

≲
診
療
（
調
剤
）
報
酬
明
細

書
の
取
扱
い
関
係
≳

１
．
診
療
報
酬
体
系
に
つ
い
て
は
、
包
括

化
・
定
額
化
の
拡
大
を
図
り
、
適
正
な

診
療
報
酬
の
配
分
見
直
し
や
薬
価
、
保

険
医
療
材
料
の
引
下
げ
等
医
療
の
効
率

化
を
図
り
、
国
民
医
療
費
の
伸
び
の
抑

制
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

２
．「
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養

担
当
規
則
」
に
お
い
て
、「
受
診
の
都

度
、
被
保
険
者
証
等
に
よ
っ
て
療
養
の

給
付
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

保
険
医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
月
初
め

の
み
被
保
険
者
証
等
を
確
認
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
導
入
効
果
を
発
揮
す
る
た

め
に
も
、
規
則
ど
お
り
の
取
扱
い
を
徹

底
す
る
よ
う
、
保
険
医
療
機
関
等
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

３
．
調
剤
レ
セ
プ
ト
の
請
求
に
関
し
て
本

人
・
家
族
や
記
号
番
号
の
記
載
誤
り
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
効
果
を
発
揮

す
る
た
め
に
も
、
保
険
薬
局
に
お
い
て

処
方
せ
ん
で
は
な
く
被
保
険
者
証
等
に

よ
り
、
療
養
の
給
付
を
受
け
る
資
格
が
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あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
「
保
険
薬

局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
」

を
改
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�（
継
続
）

４
．
保
険
者
の
事
務
円
滑
化
の
た
め
、
電

子
化
に
則
し
た
レ
セ
プ
ト
様
式
及
び
記

録
要
領
（
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、
受

診
日
、
第
三
者
行
為
、
業
務
上
・
外
の

追
加
等
）
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

ま
た
、
症
状
詳
記
等
の
添
付
文
書
の

電
子
化
も
義
務
付
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

５
．
医
科
レ
セ
プ
ト
に
、
治
療
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
傷
病
名
や
急
性
期
病
名

が
何
か
月
も
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、

多
く
の
傷
病
名
の
記
載
が
見
受
け
ら
れ
、

審
査
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
支

払
基
金
に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
に

病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
厚
生
（
支
）

局
の
指
導
監
査
に
お
い
て
も
、
保
険
医

療
機
関
に
病
名
整
理
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

６
．
Ｄ
Ｐ
Ｃ
レ
セ
プ
ト
以
外
の
レ
セ
プ
ト

審
査
に
当
た
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

デ
ー
タ
集
計
表
を
根
拠
に
査
定
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
継
続
）

７
．
処
方
せ
ん
に
つ
い
て
「
リ
フ
ィ
ル
可
」

を
標
準
と
す
る
様
式
に
変
更
し
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
同
様
に
普
及
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
医
師
が
収
入
減
少
を
恐
れ
て
、

リ
フ
ィ
ル
不
可
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
医
療
機
関
等
に

対
し
て
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
を
推
し
進
め

る
よ
う
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

≲
そ
の
他
≳

１
．
指
定
健
保
組
合
の
指
定
要
件
に
つ
い

て
は
、
平
成
13
年
２
月
６
日
付
保
険
課

長
通
知
が
示
さ
れ
た
と
き
の
状
況
と
は

異
な
り
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る

納
付
金
等
の
財
源
率
が
上
昇
し
て
い
る

な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該

組
合
の
財
政
健
全
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
指
定
要
件
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
継
続
）

２
．
医
療
費
通
知
等
に
よ
る
不
正
・
不
当

や
柔
道
整
復
師
の
不
正
・
不
当
に
係
る

情
報
を
地
方
厚
生
（
支
）
局
に
対
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
情
報
件
数
の
多

寡
に
関
わ
ら
ず
、
指
導
・
監
査
等
に
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
更
に
体
制
強
化

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
継
続
）

全総協・予算編成に関する要望事項
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資料

令和４年度決算見込状況報告書

１.経常収入支出の状況（242組合） （単位：千円）

令和４年度 令和３年度 対前年度増減額 増減率

経 常 収 入 合 計 3,150,669,021 3,050,866,169 99,802,852 3.27％

経 常 支 出 合 計 3,108,763,157 3,083,244,187 25,518,970 0.83％

差 　 引 　 額 41,905,864 －32,378,018

赤字組合　　106組合 －42,546,783
黒字組合　　136組合 84,452,647

２．主要な収入支出項目 （単位：千円）

令和４年度 令和３年度 対前年度増減額 増減率

収
入
健康保険収入／保険料 3,131,349,495 3,032,504,321 98,845,174 3.26％

（再掲）コロナ猶予未収を除く 3,130,443,323 3,031,050,663 99,392,660 3.28％

支
出

保険給付費／法定給付費 1,641,812,625 1,541,607,285 100,205,340 6.50％

納 　 付 　 金 1,255,970,841 1,334,079,661 －78,108,820 －5.85％

保 健 事 業 費 141,328,362 139,695,673 1,632,689 1.17％

　全国総合健康保険組合協議会はこのほど、

「令和４年度決算見込状況報告書」をまとめた。

全総協傘下242組合の令和４年度決算見込は、

経常収支で赤字組合が106組合（43.8％）、赤

字額は△425億4678万円、黒字組合は136組

合（56.2％）、黒字額は844億5264万円となっ

ており、経常収支差引額は419億586万円の黒

字となった。

　収入についてみると、 保険料収入は3兆

1313億５千万円で、対前年度比988億5千万

円（3.26％）の増加となった。一方の支出につ

いては、法定給付費は１兆6418億１千万円で、

対前年度比1002億１千万円（6.50％）の伸び

となった。納付金等は１兆2559億７千万円で

対前年度比△781億１千万円（△5.85％）とな

っている。

　所要財源率は、法定給付費が48.49‰で前年

の47.01‰よりも1.48ポイントの増加、納付金

等の所要財源率は37.10‰で、同40.68‰より

3.58ポイント減少した。

　平 均 保 険 料 率 は97.897‰（事 業 主 負 担

50.238‰、被保険者負担47.659‰）となり、前

年度の97.777‰（事業主負担50.177‰、被保

険者負担47.600‰）と比較して上昇している。

　令和４年度の決算見込は、コロナ禍で減少し

た医療費による令和２年度分精算により高齢者

医療支援金等の負担額は減少した一方、コロナ

禍前に戻った医療費が6.5％もの大幅な増とな

り、２年ぶりの黒字決算となったものの、黒字

幅は小幅にとどまった。
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３.適用状況及び経常収支（総額） （単位：千円）

　項　　　　　　　目　 令和４年度 令和３年度 増　減 増�減�率（％）
組 　 合 　 数 � 　���
被　保　険　者　数　（人）
（再掲）保険料免除者数（人）
平　 均　 年　 齢　（歳）
被　扶　養　者　数　（人）
１人当たりの扶養者数　（人）
平均標準報酬月額　（円）
平 均 標 準 賞 与 額　（円）
平 均 保 険 料 率　（‰）

242
6,572,814
76,866
42.34

3,945,450
0.60

360,699
884,732
97.897

242
6,489,634
73,959
42.10

4,025,279
0.63

355,348
848,503
97.777

0
83,180
2,907
0.24

－79,829
－0.03
5,351
36,229
0.120

0.00
1.28
3.93
0.57

－1.98
－4.76
1.51
4.27
0.12　

経

常

収

入

　

健 康 保 険 収 入
　 保　　 険　　 料
　 国 庫 負 担 金 収 入
　 そ　　 の　　 他
退 職 積 立 金 繰 入
保 証 金 積 立 金 繰 入
特定健康診査・保健指導補助金

特定健康診査等事業収入
病 院 診 療 所 収 入
訪 問 看 護 事 業 収 入
介護老人保健施設収入
前 期 高 齢 者 交 付 金
雑 収 入

3,132,616,052
3,131,349,495
1,265,960

597
2,350,627
16,331
590,675
1,783,755
457,019

0
0
0

12,854,562

3,033,762,751
3,032,504,321
1,257,476

954
2,367,141
7,116

621,793
1,810,750
462,257

0
0
0

11,834,361

98,853,301
98,845,174

8,484
－357

－16,514
9,215

－31,118
－26,995
－5,238

－
－
－

1,020,201

3.26
3.26
0.67

－37.42
－0.70
－

－5.00
－1.49
－1.13
－
－
－
8.62

合　　　　計 3,150,669,021 3,050,866,169 99,802,852 3.27

　
　

経　
　
　

常　
　
　

支　
　
　

出　
　

事 務 費
保 険 給 付 費
法 定 給 付 費
　��� 医 療 給 付 費
　��　その他の給付費
付 加 給 付 費
納 付 金
　前期高齢者納付金
　後期高齢者支援金
�� 病 床 転 換 支 援 金
日 雇 拠 出 金

　退職者給付拠出金
保 健 事 業 費
そ の 他

41,316,521
1,661,929,240
1,641,812,625
1,469,894,519
171,918,106
20,116,615

1,255,970,841
558,620,732
697,177,937

2,076
152,408
17,688

141,328,362
8,218,193

40,075,788
1,560,253,321
1,541,607,285
1,382,560,374
159,046,911
18,646,036

1,334,079,661
623,780,368
710,009,938

2,191
262,417
24,747

139,695,673
9,139,744

1,240,733
101,675,919
100,205,340
87,334,145
12,871,195
1,470,579

－78,108,820
－65,159,636
－12,832,001

－115
－110,009
－7,059
1,632,689
－921,551

3.10
6.52
6.50
6.32
8.09
7.89

－5.85
－10.45
－1.81
－5.25
－41.92
－28.52
1.17

－10.08
合　　　　計 3,108,763,157 3,083,244,187 25,518,970 0.83

　 経 常 収 支 差 引 額　 41,905,864 －32,378,018 74,283,882 －229.43
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〈資料・令和４年度決算見込状況報告書〉

４．保険料率別組合数の推移

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
２年度

1000分の 70未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
70以上～ 75未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
75以上～ 80未満 1 1 0 0.41 0.41 0.00
80以上～ 85未満 2 2 3 0.83 0.83 1.24
85以上～ 90未満 8 9 11 3.31 3.72 4.55
90以上～ 95未満 36 36 35 14.88 14.88 14.46
95以上～ 100未満 100 100 99 41.32 41.32 40.91

100 45 43 40 18.60 17.77 16.53
100超～ 105未満 30 32 33 12.40 13.22 13.64
105以上～ 110未満 18 17 20 7.44 7.02 8.26 ・最低保険料率� 76.000（‰）

110以上 2 2 1 0.83 0.83 0.41 ・最高保険料率� 110.960（‰）
合　計 242 242 242 100 100 100 ・平均保険料率� 97.897（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 22組合

６.介護保険料率別組合数

保険料率
（一般＋調整）

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
２年度

1000分の 10未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
10以上～ 12未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
12以上～ 14未満 0 0 0 0.00 0.00 0.00
14以上～ 16未満 2 4 18 0.83 1.65 7.44
16以上～ 18未満 119 124 176 49.17 51.24 72.73
18以上～ 20未満 115 110 45 47.52 45.45 18.60 ・最低保険料率� 14.600（‰）

20以上 6 4 3 2.48 1.65 1.24 ・最高保険料率� 20.000（‰）
合　計 242 242 242 100 100 100 ・平均保険料率� 17.656（‰）

※　保険料率引上げ組合数　 42組合

５.拠出金の義務的経費（拠出金＋法定給付費）に占める割合別組合数

義務的経費に
占める割合

組　　合　　数 割　　　合（％）
令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
２年度

令　和
４年度

令　和
３年度

令　和
２年度

100分の 30未満 3 1 0 1.24 0.41 0.00
30以上～ 35未満 13 6 3 5.37 2.48 1.24
35以上～ 40未満 64 24 24 26.45 9.92 9.92
40以上～ 45未満 109 88 62 45.04 36.36 25.62
45以上～ 50未満 47 101 103 19.42 41.74 42.56
50以上～ 55未満 5 22 46 2.07 9.09 19.01 ・最低割合� 26.37％

55以上 1 0 4 0.41 0.00 1.65 ・最高割合� 55.10％
合　計 242 242 242 100 100 100 ・平均割合� 43.34％
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〈参考資料〉

参
考
　【

令
和
５
年
４
月
診
療
分
】医

療
費
総
額
　
１
人
当
た
り
医
療
費
　
対
前
年
伸
び
率（

％
）

〖
健
保
連
資
料
よ
り
〗

R元
年

度
R2

年
度

R3
年
度

R4
年
度

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

R5
.1
月

R5
.2
月

R5
.3
月

R5
.4
月

被
用
者
保
険
計

1
人
当
た
り
医
療
費

▲
3.
88
%

健
保
組
合

1
人
当
た
り
医
療
費

▲
4.
83
%

健
保
組
合

前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

▲
2.
09
%

▲
0
.
6
4
%

▲
1
.
4
0
%

後
期
高
齢
者

1
人
当
た
り
医
療
費

▲
3.
38
%

▲
1
.
1
7
%

▲
1
.
0
5
%

▲
1
.
4
1
%

▲
2
.
5
8
%

【
参

考
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

係
る

医
療

費
（

億
円

）

R
3年

度
R4

年
度

R
元
年
度
と
の

比
較

R
元
年
度
と
の

比
較

▲
1.
38
%

被
用
者
保
険
計
1
人
当
た
り

医
療
費

健
保
組
合
1
人
当
た
り

医
療
費

健
保
組
合
前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

後
期
高
齢
者
1
人
当
た
り
医
療
費

▲▲

元
年
度

年
度

年
度

年
度

月
月

月
月

月
月

月
月

月
月

月
月

月

※
被
用
者
保
険
計
の
加
入
者
数
は
厚
生
労
働
省
統
計
「
最
近
の
医
療
費
の
動
向
」
を
使
用
し
て
お
り
、

月
分
以
降
は
調
査
結
果
が
公
表
前
の
た
め
、
参
考
値
と
し
て

月
時
点
の
加
入
者
数
を
用
い
て

算
出
し
て
い
る
。

※
健
保
組
合
の
加
入
者
数
は
、
健
保
連
の
調
査
「
年
齢
階
級
別
加
入
者
数
調
査
（

月
末
現
在
）
」
を
使
用
し
て
お
り
、

～
月
の
期
間
は
参
考
値
と
し
て
前
年
の
加
入
者
数
を
用
い
て
算
出
し
て
い
る
。

※
健
保
組
合

人
当
た
り
医
療
費
及
び
健
保
組
合
前
期
高
齢
者
（
再
掲
）
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
で
処
理
さ
れ
る
診
療
報
酬
明
細
書
デ
ー
タ
（
電
子
レ
セ
プ
ト
及
び
紙
レ
セ
プ
ト
）
の

う
ち
、
健
保
組
合
へ
の
請
求
分
に
つ
い
て
、
請
求
月
に
基
づ
き
、
医
療
費
、
レ
セ
プ
ト
件
数
、
日
数
、
及
び
伸
び
率
等
の
基
礎
数
値
を
集
計
し
た
も
の
で

あ
る
。

※
後
期
高
齢
者

人
当
た
り
医
療
費
は
国
保
中
央
会
「
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
速
報
」
よ
り
抜
粋
。

※
各
年
度
の
値
は
単
純
平
均
に
て
算
出
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
医
療
費
は
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
統
計
月
報
を
使
用
し
て
算
出
。

被
用
者
保
険
計

人
当
た
り
医
療
費

健
保
組
合

人
当
た
り
医
療
費

健
保
組
合

前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

後
期
高
齢
者

人
当
た
り
医
療
費

（
元
と
の
比
較
）
被
用
者
保
険
計

人
当
た
り
医
療
費

（
元
と
の
比
較
）
健
保
組
合

人
当
た
り
医
療
費

（
元
と
の
比
較
）
健
保
組
合

前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

（
元
と
の
比
較
）
後
期
高
齢
者

人
当
た
り
医
療
費

被
用
者
保
険

人
当
た
り
医
療
費

健
保
組
合

人
当
た
り
医
療
費

健
保
組
合

前
期
高
齢
者
（
再
掲
）

後
期
高
齢
者

人
当
た
り
医
療
費
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シリーズ組合訪問 

大阪自動車販売店健康保険組合

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUU

母
体
と
の
信
頼
関
係
の
も
と

健
診
費
用
は
事
業
主
負
担
に

超
高
額
薬
剤
で
医
療
費
は
倍
増

　

健
保
組
合
の
設
立
は
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
で

60
余
年
の
歴
史
が
あ
る
。
母
体
と
な
っ
た
大
阪
自
動

車
販
売
店
連
盟
の
歴
史
は
さ
ら
に
古
く
、
戦
後
間
も

な
い
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
発
足
し
て
い
る
。

同
連
盟
は
そ
の
後
、
全
国
組
織
の
日
本
自
動
車
販
売

協
会
連
合
会
に
加
盟
し
て
、
連
合
会
の
大
阪
府
支
部

を
設
立
し
、
現
在
も
同
連
盟
の
会
員
販
社
が
大
阪
府

支
部
に
加
入
し
て
お
り
、
健
保
組
合
の
運
営
を
は
じ

め
、
母
体
と
の
強
固
な
つ
な
が
り
は
令
和
の
今
に
続

い
て
い
る
。

　

戦
後
の
自
動
車
産
業
は
、
日
本
経
済
を
支
え
る
基

幹
産
業
と
し
て
発
展
し
、
自
動
車
販
売
店
は
ユ
ー

ザ
ー
に
車
を
手
渡
す
ア
ン
カ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
が
、
そ
の
道
の
り
に
は
曲
折
も
あ

　

日
本
の
自
動
車
産
業
に
あ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
と
の
接
点
を
担
っ
て
い
る
自
動
車
販
売
店
に

よ
る
総
合
型
健
保
組
合
は
全
国
に
29
組
合
が
あ
る
が
、
大
阪
自
動
車
販
売
店
健
保
組
合
の

母
体
は
昭
和
23
年
創
設
と
い
う
草
分
け
で
、同
健
保
組
合
も
昭
和
37
年
設
立
、60
余
年
と
い

う
歴
史
が
あ
る
。「
健
診
費
用
は
事
業
主
が
負
担
す
る
」の
が
保
健
事
業
の
特
徴
で
、平
成
10

年
度
か
ら
加
入
事
業
所
の
総
意
で
決
定
し
た
。医
療
保
険
者
の
義
務
と
な
っ
て
い
る
特
定

健
診
は
、安
衛
法
の
事
業
主
健
診
の
結
果
を
活
用
し
て
、徹
底
し
た
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

っ
た
。
被
保
険
者
数
は
、
最
大
で
１
万
６
千
人
を
超

え
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今
は
７
千
人
を
切
っ
て
い

る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
販
売
店
の
被
保
険
者
を
吸

収
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
企
業
で
単
一
健
保
が
発
足
す

る
等
に
よ
り
、
現
状
で
は
被
保
険
者
数
６
８
３
１
人

（
男
５
７
３
７
人
、
女
１
０
９
４
人
）
と
な
っ
て
い
る

（
４
月
末
現
在
）。

　

令
和
４
年
度
の
決
算
を
み
る
と
、
経
常
収
入
35
億

５
４
０
０
万
円
に
対
し
て
、
経
常
支
出
は
38
億
９
５

０
０
万
円
と
な
り
、
３
億
４
千
万
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
標
準
報
酬
月
額
は
増
加
に
転
じ
て
35
万
８
４
４

３
円
（
対
前
年
度
７
９
６
６
円
増
）、
標
準
賞
与
も
１

０
６
万
６
４
０
１
円
（
同
２
万
１
３
４
円
増
）
と
な

り
、
植
田
勝
常
務
理
事
は
「
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
の

〈健康保険組合の概況〉
〒553-0002　大阪府大阪市福島区鷺洲1-11-19

大阪福島セントラルビル3階
TEL�06-6458-5115　FAX�06-6454-9410

理�事長＝三宮�士郎�氏 （�大阪ダイハツ販売株式会社 代表� �
取締役社長）

常務理事＝植田�勝�氏
設立年月日＝昭和37年1月1日
主たる業態＝�大阪府下に所在する自動車の販売及びその関

連団体
事業所数＝21事業所
被保険者数＝6,831人（男5,737人、女1,094人）
平均標準報酬月額＝355,106円（男374,535円、女253,223円）
平均年齢＝42.08歳（男42.71歳、女38.77歳）
被扶養者数＝6,610人　扶養率＝0.97人
保�険料率＝98‰
介護保険料率＝17.5‰�

（令和5年4月末現在）

事務所（３階）は大阪駅から阪神電車で２つめの
「野田駅」から徒歩３分
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こ
れ
ま
で
に
な
い
伸
び
と
な
っ
た
。
植
田
常
務
理
事

は
「
最
終
的
に
は
健
保
連
の
交
付
金
と
準
備
金
繰
入

で
凌
い
だ
が
、
準
備
金
が
な
か
っ
た
ら
財
政
は
危
機

的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
。

　

４
年
度
、
５
年
度
の
保
険
料
率
は
98
‰
で
、
平
成

29
年
度
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
数
年
は
安
定

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
財
政
が
最
も
厳
し
か
っ
た
平

成
23
年
度
に
は
、
73
‰
か
ら
93
・
４
‰
へ
と
一
気
に

20
・
４
‰
引
き
上
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
当
時
の

状
況
は
、
政
管
健
保
（
現
協
会
け
ん
ぽ
）
の
保
険
料

率
を
超
え
る
と
健
保
組
合
は
解
散
す
る
と
い
う
状
況

の
中
で
、
平
成
９
～
10
年
度
に
か
け
て
老
朽
化
し
た

直
営
保
養
所
を
将
来
の
た
め
に
と
閉
鎖
・
売
却
し
た

が
、
高
齢
者
医
療
拠
出
金
の
激
増
に
よ
り
、
平
成
22

年
度
末
に
は
別
途
積
立
金
が
枯
渇
し
、
23
年
度
予
算

編
成
で
は
73
‰
の
ま
ま
で
は
15
億
５
千
万
円
不
足
す

る
と
の
試
算
も
あ
っ
た
。
準
備
金
を
全
額
繰
入
し
て

も
予
算
編
成
が
で
き
ず
、
こ
の
時
は
さ
す
が
に
解
散

を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
22
年
12
月
に
健
保
連
が
組
合

財
政
支
援
交
付
金
を
新
設
し
、
協
会
け
ん
ぽ
の
前
年

度
保
険
料
率
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
準

備
金
保
有
率
が
１
０
０
％
に
な
る
よ
う
交
付
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
理
事
会
で
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
い
き
な
り
解
散
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
の

で
、
い
っ
た
ん
料
率
を
引
き
上
げ
て
、
そ
の
後
よ
く

な
れ
ば
引
き
下
げ
る
と
い
う
条
件
で
料
率
の
引
上
げ

が
決
ま
り
、
解
散
を
回
避
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
植

田
常
務
理
事
）

　

翌
24
年
度
も
料
率
を
95
‰
に
引
き
上
げ
、
同
様
に

交
付
金
を
受
け
て
予
算
編
成
し
、
さ
ら
に
25
年
度
に

は
98
‰
へ
と
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成

25
、
26
年
度
は
黒
字
決
算
と
な
っ
て
、
27
年
度
に
は

４
億
円
の
繰
越
金
が
出
た
た
め
料
率
を
96
‰
に
引
き

下
げ
た
が
、
や
は
り
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
29
年
度

に
再
び
引
き
上
げ
て
98
‰
と
し
た
。
そ
れ
以
降
の
料

率
は
安
定
し
た
が
、
赤
字
予
算
は
こ
の
年
か
ら
７
年

連
続
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
35
億
５
５
０
７

万
円
の
経
常
収
入
に
対
し
、
40
億
２
９
２
４
万
円
の

経
常
支
出
を
見
込
ん
で
、
や
は
り
赤
字
予
算
と
し
た

が
、
植
田
常
務
理
事
は
、「
標
準
報
酬
は
、
コ
ロ
ナ
前

の
令
和
元
年
度
に
近
づ
い
て
、
あ
と
１
０
０
０
円
、

賞
与
も
あ
と
一
息
で
戻
る
」
と
期
待
す
る
。

特
定
健
診
は
事
業
主
健
診
を
活
用

　

大
阪
自
動
車
販
売
店
健
保
組
合
の
保
健
事
業
の
大

き
な
特
徴
は
、「
組
合
と
し
て
の
健
診
事
業
を
事
業

主
が
負
担
し
て
い
る
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

健
保
組
合
の
運
営
は
、
理
事
会
や
組
合
会
で
の
決

定
が
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
が
、
同
健
保
組
合
で

は
、
信
頼
関
係
の
も
と
で
醸
成
さ
れ
た
母
体
と
の
密

接
な
連
携
体
制
が
あ
る
。
歴
史
的
な
背
景
か
ら
も

「
健
保
組
合
は
自
分
た
ち
の
販
売
店
連
盟
の
一
部
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
、
理
事
会
や
組
合

会
と
は
別
に
、
理
事
長
・
副
理
事
長
と
常
務
理
事
で

構
成
す
る
正
副
理
事
長
会
議
が
健
保
組
合
運
営
の
事

実
上
の
決
定
機
関
と
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

植
田
常
務
理
事
は
「
健
保
組
合
事
務
局
が
提
案
し

た
保
健
事
業
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

よ
」
と
、
に
こ
や
か
に
話
す
の
も
信
頼
関
係
が
あ
っ

水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
５
年
度
予
算
で
完
全
に
戻

る
と
見
込
ん
で
い
た
」
と
い
う
。

　

令
和
４
年
度
は
、
そ
れ
で
も
慎
重
に
３
億
４
千
万

円
の
赤
字
予
算
を
組
ん
だ
が
、「
見
込
ん
で
い
た
」
と

過
去
形
で
述
べ
る
の
は
、
昨
今
の
世
界
的
な
半
導
体

不
足
か
ら
納
車
が
遅
れ
、
事
業
所
の
収
入
に
影
響
し

て
い
る
こ
と
や
、
１
か
月
で
１
億
円
を
超
え
る
高
額

薬
剤
を
使
用
し
た
レ
セ
プ
ト
の
発
生
も
あ
っ
て
、
医

療
給
付
費
が
著
し
く
伸
び
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
例
年
の
医
療
費
は
１
～
２
％
前
後
で
増
減

を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
４
年
度
は
13
％
増
と
い
う

UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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て
こ
そ
で
、
良
好
な
関
係
が
う
か
が
え
る
。

　

組
合
負
担
で
健
診
事
業
を
行
わ
な
い
決
定
は
、
健

保
組
合
と
し
て
、
健
康
管
理
室
で
無
料
の
健
診
（
約

３
千
人
分
）
を
行
っ
て
い
た
平
成
10
年
当
時
、
老
健

拠
出
金
の
大
幅
増
に
よ
り
財
政
が
悪
化
し
た
際
に
、

理
事
会
で
提
案
さ
れ
た
。
当
時
は
、「
保
険
料
率
を
引

き
上
げ
て
健
診
を
続
け
る
よ
り
も
、
健
診
を
止
め
て

安
衛
法
に
よ
る
事
業
主
健
診
を
基
本
に
各
事
業
所
で

対
応
し
よ
う
と
い
う
判
断
に
な
っ
た
」。

　

そ
の
後
、
平
成
20
年
度
か
ら
特
定
健
診
・
保
健
指

導
が
保
険
者
に
義
務
化
さ
れ
て
も
、
事
業
主
健
診
の

結
果
を
、
健
保
組
合
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
把
握
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
健
保
組
合
の
事
業
は
、
被
保
険
者
の

特
定
保
健
指
導
と
被
扶
養
者
の
特
定
健
診
・
保
健
指

導
に
特
化
さ
れ
、
確
実
に
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
被
扶
養
者
の
特
定
健
診
の
無
料
化
や
、

受
診
券
の
自
宅
へ
の
直
送
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け

や
す
く
す
る
体
制
整
備
や
、
積
極
的
支
援
終
了
者
に

は
2
千
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
、
受
診
率
、
実
施
率
は
反
転

上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

特
定
健
診
・
保
健
指
導
は
、
医
療
費
と
健
診
デ
ー

タ
を
分
析
し
て
事
業
に
生
か
す
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」

の
取
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。
レ
セ
プ
ト
管
理
分
析
シ

ス
テ
ム
で
医
療
費
を
分
析
し
、
組
合
の
保
健
事
業
と

し
て
、
が
ん
検
診
の
補
助
や
高
血
圧
症
及
び
糖
尿
病

の
重
症
化
予
防
事
業
の
取
組
み
も
始
め
た
。
植
田
常

務
理
事
は
「
健
保
組
合
に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、

早
期
介
入
に
よ
っ
て
医
療
費
を
下
げ
る
と
い
う
役
割

が
あ
る
。
財
政
が
許
せ
ば
健
診
事
業
の
補
助
を
復
活

さ
せ
た
い
」
と
の
本
音
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　

母
体
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
す
事
業
と
し
て
は
、

健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
制
度
が
あ
る
。
事
業
所

ご
と
の
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
を
独
自
に
作
成
し

て
事
業
所
を
回
っ
て
説
明
し
た
際
に
、「
優
良
法
人
」

の
認
定
を
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
は
健
保
組
合

の
事
務
所
か
ら
と
い
う
話
に
な
り
、
事
務
所
と
し
て

の
認
定
も
受
け
た
（
平
成
30
年
度
）。

　

植
田
常
務
理
事
は
、「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
保
健

事
業
の
体
制
を
強
固
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は
組
合
理

事
と
話
し
合
い
を
す
る
中
で
、
事
業
主
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。
今

で
は
加
入
事
業
所
の
約
半
数
に
当
た
る
９
社
が
認
定

を
受
け
て
い
る
。

　

大
阪
自
動
車
販
売
店
健
保
組
合
は
、
組
合
運
営
や

保
健
事
業
の
展
開
に
、
母
体
と
の
緊
密
な
関
係
を
生

か
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

「健保組合の存続」で 
母体との方向性は一致
大阪自動車販売店健康保険組合

常務理事 植
う え だ

田　勝
まさる

 氏（談）

　事務長が定年退職され現在は、常務理
事を含めて７人の体制で事務を回してい
る。「事務長が不在となった分も、職員
皆で一所懸命にやってくれています。組
合の運営としては、今も協会けんぽの保

険料率を超えると解散という状況は変わりませんが、過重な高齢者
医療拠出金等の負担を除けば財政的に決して悪い組合ではないと思
います。あとは業界全体の更なる発展を願うばかりです…」と、職
員を労いつつ現状を説明する。
　母体との関係については、「赤字を続けながらも料率の一線を守っ
ていけるのは、事業所の皆さんのおかげ。保健事業などで組合側の
提案が認められないこともありますが、これも人間関係ができてい
るからで、いろいろな面で健保組合を続けていく方向では一致して
います」と胸を張る。ここには昭和53（1978）年に健保組合に入職し、
常務理事も12年目という知識と経験という裏付けがある。「オーナー
企業も多い販売店の、先代の社長からの付き合いです」とも。
　今回の健保法改正に対しては、「期待はやはり前期納付金の報酬調
整でしょう。組合全体での増減はありますが、総報酬から見て負担
が減る側になると思うので素直にありがたい。あとは加入率の下限
問題です。金額が10倍、15倍というのはやはりおかしい…」と心中
を吐露する。
　健康法は、「60歳を過ぎて始めたストレッチ」で、コロナの３年間
の運動不足で腰痛気味になり「体幹を鍛える運動を教えてもらって、
毎日20～30分程度のストレッチは欠かさないようにしています」。成
果としては「体重の減と血液検査の数値もよくなっています」という。

シリーズ組合訪問  UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
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〇
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会

　

令
和
５
年
６
月
12
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
５
年
度

第
１
回
医
療
制
度
等
対
策
委
員
会
を
開

催
し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
険
課
へ

提
出
す
る
「
令
和
６
年
度
健
康
保
険
組

合
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望
事
項
の
取

り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
、
検
討
集
約
を

行
っ
た
。

　

取
り
ま
と
め
た
要
望
事
項
（
62
項

目
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
30
日
、
厚
生

労
働
省
保
険
局
保
険
課
及
び
健
康
保
険

組
合
連
合
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た

（
４
～
10
頁
参
照
）。

〇
広
報
委
員
会

　

令
和
５
年
７
月
12
日
、
東
京
都
新
宿

区
の
東
貨
健
保
会
館
で
、
令
和
５
年
度

第
２
回
広
報
委
員
会
を
開
催
し
、
①

「
総
合
け
ん
ぽ
」
第
１
５
７
号
（
令
和
５

年
７
月
号
）
の
校
正
等
、
②
同
第
１
５

８
号
（
令
和
５
年
10
月
号
）
の
編
集
方

針
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

福
祉
共
済
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
保
険
団
体
制
度
に

つ
い
て
〕

　

全
総
協
福
祉
共
済
会
で
は
、
個
人
情

報
が
漏
え
い
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
金
、

訴
訟
対
応
の
た
め
の
弁
護
士
費
用
、
新

聞
へ
の
謝
罪
広
告
費
用
等
、
並
び
に
不

正
ア
ク
セ
ス
の
原
因
調
査
費
用
や
デ
ー

タ
復
旧
費
用
な
ど
を
補
償
す
る
「
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
保
険
」
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
が
漏
え
い
し
た
場

合
の
損
害
賠
償
金
等
を
補
償
す
る
「
サ

イ
バ
ー
リ
ス
ク
保
険
（
情
報
漏
え
い
限

定
補
償
プ
ラ
ン
）」（
従
来
の
「
個
人
情

報
漏
え
い
保
険
団
体
制
度
」）
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
多
く
保
有
す
る
健
康
保

険
組
合
が
、
万
が
一
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
た
場
合
や
個
人
情
報
が
漏
え
い
し

た
場
合
の
社
会
的
影
響
は
極
め
て
大
き

く
、
対
応
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
福
祉
共
済
会
会
員
専
用

の
団
体
保
険
と
し
て
、
一
般
の
契
約
と

比
較
し
て
割
安
な
保
険
料
で
加
入
で
き

ま
す
。
年
度
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
０
３-

３
３
５
９-

０
０
６
６
）

〔
リ
リ
ー
フ
保
険
団
体
制
度
に
つ
い
て
〕

　

全
総
協
福
祉
共
済
会
で
は
、
役
職
員

が
休
業
し
た
際
の
所
得
を
補
償
す
る
保

険
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
加
入
者
が

「
健
康
保
険
組
合
」
と
な
り
、
当
該
健
康

保
険
組
合
で
働
く
全
役
職
員
が
対
象
で
、

休
業
し
た
際
の
所
得
を
補
償
す
る
と
い

う
保
険
で
す
。

　

こ
の
保
険
は
福
祉
共
済
会
会
員
専
用

の
団
体
保
険
と
し
て
、
一
般
の
契
約
と

比
較
し
て
割
安
な
保
険
料
で
加
入
で
き

ま
す
。

　

年
度
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�

（
０
３-

３
３
５
９-

０
０
６
６
）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

予告 ���全総協第116回定例総会及び福祉共済会�
第15回定例総会を次のとおり開催します

日時　令和５年９月25日（月）
　　　13時00分～
場所　明治記念館
　　　東京都港区元赤坂２－２－23
議題　○�令和４年度事業報告及び収入支出決算報告
　　　○その他

「
令
和
４
年
度
収
入
支
出
決
算
見
込

表
」
の
提
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



Information

― 19 ―

東 
北　
　
　
　
　
　

（
東
北
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
決
算
総
会

　

令
和
５
年
７
月
13
日
、
秋
田
県
大
潟

村
の
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
で
、

決
算
総
会
を
開
催
し
、
６
組
合
10
名
が

出
席
し
た
。

　

議
案
の
①
令
和
４
年
度
事
業
報
告
案
、

②
同
収
入
支
出
決
算
案
、
③
同
決
算
残

金
処
分
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
し
た
。

千 

葉　
　
　
　
　
　

（
千
葉
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
定
例
総
会

　

令
和
５
年
５
月
25
日
、
千
葉
県
鴨
川

市
の
鴨
川
館
で
、
第
１
回
定
例
総
会
を

開
催
し
、
８
組
合
９
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
黒
川
会
長
が
健
康
保
険
組
合

を
巡
る
情
勢
及
び
千
総
協
・
全
総
協
の

事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
含
め
た
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
議
案
の
①
令
和
４
年
度
事

区
の
薬
業
健
保
会
館
で
、
一
般
職
員
研

修
会
を
開
催
し
、
45
組
合
62
名
が
参
加

し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
で
は
、
東
総
協
の
齊

藤
事
務
局
長
に
よ
り
、「
健
康
保
険
の

概
要
」
と
「
健
保
組
合
業
務
の
概
要
」

に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
と
ビ

ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
」
で
は
、
合
同
会
社
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
の
石
井
美
江
氏
を
講
師
に
迎

え
、
個
人
の
ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
、
効
率
的
な
仕
事
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
研
修
を
実
施

し
た
。

〇
定
期
総
会

　

令
和
５
年
６
月
28
日
、
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
定
期
総
会

を
開
催
し
、
76
組
合
98
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
森
田
会
長
が
健
保
組

合
を
巡
る
情
勢
等
を
含
め
て
挨
拶
を
行

っ
た
後
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
入
支
出
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
続

い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選

を
行
い
、
新
役
員
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
関
東
信
越
厚
生
局
の

田
原
克
志
局
長
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
、

健
康
保
険
組
合
連
合
会
東
京
連
合
会
の

米
川
孝
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
の
結

果
、
会
長
・
副
会
長
を
次
の
と
お
り
承

認
し
た
。

▽
会
長
＝
森
田
章
（
東
京
都
電
機
・
専

務
理
事
）

▽
副
会
長
＝
栗
田
修
（
産
業
機
械
・
専

務
理
事
）、
黒
田
詠
一
（
東
京
薬
業
・
常

務
理
事
）神

奈
川　

 　
　
　
　

（
神
奈
川
県
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
役
員
会

　

令
和
５
年
５
月
８
日
、
横
浜
市
中
区

の
神
奈
川
県
電
設
健
保
組
合
で
、
役
員

会
を
開
催
し
、
７
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
小
野
会
長
の
挨
拶
後
、
議
題

の
定
例
総
会
の
会
期
並
び
に
提
出
議
案

の
①
令
和
４
年
度
事
業
報
告
及
び
収
入

支
出
決
算
案
、
②
同
収
入
支
出
決
算
残

金
処
分
案
の
内
容
を
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

〇
定
例
総
会

　

令
和
５
年
６
月
16
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
定
例
総
会

を
開
催
し
、
17
組
合
32
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
小
野
会
長
の
挨
拶
後
、
来
賓

業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
、
②
同
決

算
監
査
報
告
、
③
同
決
算
残
金
処
分
、

④
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支

出
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど

お
り
承
認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
日
本
年
金
機
構
千
葉

年
金
事
務
所
の
藤
崎
龍
弥
適
用
調
査
課

長
か
ら
、
日
本
年
金
機
構
の
近
況
を
ご

報
告
い
た
だ
い
た
後
、
令
和
５
年
度
の

定
時
決
定
事
務
処
理
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

東 
京　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
テ
ー
マ
別
研
修
会

　

令
和
５
年
５
月
25
日
、
千
代
田
区
の

東
京
ト
ラ
ッ
ク
事
業
健
保
会
館
で
、

テ
ー
マ
別
研
修
会
を
開
催
し
、
70
組
合

１
６
９
名
が
参
加
し
た
。

　

東
総
協
の
齊
藤
事
務
局
長
に
よ
り
、

「
公
用
文
の
書
き
方
」
に
つ
い
て
講
義

が
行
わ
れ
た
。

〇
一
般
職
員
研
修
会

　

令
和
５
年
６
月
８
、
９
日
、
千
代
田
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の
健
康
保
険
組
合
連
合
会
神
奈
川
連
合

会
・
奈
良
﨑
修
二
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
議
案
の
①
令
和
４
年
度

事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
案
、
②

同
収
入
支
出
決
算
残
金
処
分
案
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
髙
橋
総
務

委
員
長
が
令
和
４
年
度
特
別
研
修
会
及

び
一
般
教
養
研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
告
し
た
。

〇
保
健
事
業
研
修
会

　

令
和
５
年
７
月
12
日
、
横
浜
市
西
区

の
ホ
テ
ル
プ
ラ
ム
横
浜
で
、
保
健
事
業

研
修
会
を
開
催
し
、
会
員
16
組
合
27
名

に
加
え
、
会
員
外
13
組
合
13
名
が
参
加

し
た
。

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
神
奈

川
審
査
委
員
会
事
務
局
の
林
篤
美
調
整

課
長
、
泉
田
磨
享
審
査
業
務
第
１
課
長

に
よ
り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
再
審
査
の
事

務
及
び
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
よ
る

報
告
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。中 

部　
　
　
　
　
　

（
中
部
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
理
事
・
監
事
会

　

令
和
５
年
５
月
19
日
、
名
古
屋
市
中

村
区
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
理

事
・
監
事
会
を
開
催
し
、
13
組
合
13
名

が
出
席
し
た
。

　

理
事
・
監
事
会
で
は
、
議
案
の
①
令

和
４
年
度
事
業
実
施
結
果
報
告
案
、
②

同
収
入
支
出
決
算
案
、
③
同
決
算
残
金

処
分
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成
を
大
き
な

活
動
テ
ー
マ
と
し
て
、
職
員
研
修
の
内

容
や
開
催
方
法
な
ど
意
向
調
査
（
ア
ン

ケ
ー
ト
）
を
行
い
、
そ
の
集
計
結
果
に

つ
い
て
も
討
論
し
た
。

〇
定
例
総
会

　

令
和
５
年
６
月
22
日
、
長
野
市
の

T
H
E�SA

IH
O
K
U
K
A
N
�H
O
T
EL

で
、

定
例
総
会
を
開
催
し
、
37
組
合
38
名
が

出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
全
国
総
合
健
康
保
険
組

合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
、
健

康
保
険
組
合
連
合
会
の
鷹
野
英
樹
総
務

部
長
を
お
迎
え
し
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

　

総
会
で
は
、
議
案
の
①
令
和
４
年
度

事
業
実
施
結
果
報
告
案
、
②
同
収
入
支

出
決
算
案
、
③
同
決
算
残
金
処
分
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
健
康
保
険
組
合
連
合

会
の
鷹
野
英
樹
総
務
部
長
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
迎
え
、「
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に

討
論
会
を
開
催
し
た
。

近 

畿　
　
　
　
　
　

（
近
畿
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
医
療
制
度
対
策
委
員
会

　

令
和
５
年
５
月
10
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
織
健
保
会
館
で
、
医
療
制
度
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、
14
組
合
15
名
が

出
席
し
た
。

　

山
上
委
員
長
が
議
題
の
「
令
和
６
年

度
予
算
編
成
に
対
す
る
厚
労
省
へ
の
要

望
・
意
見
」
に
つ
い
て
、
各
健
保
組
合

か
ら
の
要
望
内
容
等
を
説
明
し
、
委
員

会
に
て
検
討
し
た
。
最
後
に
青
島
会
長

が
情
勢
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶
し
た
。

　

取
り
纏
め
ら
れ
た
要
望
事
項
は
、
近

総
協
の
要
望
事
項
と
し
て
全
総
協
へ
提

出
し
た
。

〇
業
務
対
策
委
員
会

　

令
和
５
年
５
月
15
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
織
健
保
会
館
で
、
業
務
対
策
委

員
会
を
開
催
し
、
16
組
合
17
名
が
出
席

し
た
。

　

青
島
会
長
の
挨
拶
後
、
藤
原
委
員
長

と
高
山
副
委
員
長
よ
り
令
和
４
年
度
事

業
結
果
と
決
算
が
報
告
さ
れ
、
了
承
し

た
。

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
様
の
計
画
で
あ

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

委
員
会
後
、
大
阪
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
公
衆
衛
生
学
特
任
准
教
授
の

野
口
緑
氏
に
よ
り
「
第
３
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
及
び
第
４
期
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
の
変
更
点
・
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

〇
福
利
厚
生
委
員
会

　

令
和
５
年
５
月
31
日
、
大
阪
市
西
区

の
山
文
ビ
ル
で
、
福
利
厚
生
委
員
会
を

開
催
し
、
16
組
合
17
名
が
出
席
し
た
。

　

青
島
会
長
の
挨
拶
後
、
木
匠
委
員
長

が
開
催
挨
拶
を
し
た
。

　

近
藤
副
委
員
長
よ
り
、
令
和
４
年
度

事
業
結
果
と
決
算
が
報
告
さ
れ
、
了
承

し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
と
同
様
に
実
施
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
各
種
委
員
会
に
お
い
て
、

日
程
・
行
先
等
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

た
。

〇
理
事
・
監
事
会

　

令
和
５
年
６
月
８
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
大
織
健
保
会
館
で
、
理
事
・
監
事

会
を
開
催
し
、
理
事
監
事
17
名
が
出
席

し
た
。
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令
和
４
年
度
事
業
報
告
案
・
同
収
入

支
出
決
算
案
等
を
承
認
し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
よ
り
選
出
さ
れ
た
候
補
者
を
了
承
し

た
。

　

ま
た
、
各
種
委
員
会
所
属
は
総
会
に

て
報
告
し
、
正
副
委
員
長
に
つ
い
て
は
、

各
種
委
員
会
開
催
時
に
決
定
す
る
こ
と

と
し
た
。

〇
定
時
総
会

　

令
和
５
年
６
月
15
日
、
大
阪
市
中
央

区
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ　

ラ
・
ス
ー
ル

大
阪
で
、
定
時
総
会
を
開
催
し
、
57
組

合
72
名
が
出
席
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
近
畿
厚
生
局
の
山
本
道

寛
保
険
課
長
、
日
本
年
金
機
構
大
手
前

年
金
事
務
所
の
森
一
央
所
長
、
健
康
保

険
組
合
連
合
会
大
阪
連
合
会
の
川
隅
正

尋
専
務
理
事
、
全
国
総
合
健
康
保
険
組

合
協
議
会
の
後
藤
利
美
専
務
理
事
を
お

迎
え
し
、
情
勢
報
告
を
兼
ね
た
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　

開
催
に
当
た
り
青
島
会
長
は
、「
健

康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
高
齢
者
医

療
制
度
の
負
担
構
造
改
革
等
の
早
期
実

現
に
向
け
、
難
局
を
乗
り
切
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
挨

拶
と
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告

案
・
同
収
入
支
出
決
算
案
等
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。
次
に
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、
新
役

員
を
承
認
し
た
。

（
新
役
員
）

▽
会
長
＝
青
島
和
宏
（
大
阪
薬
業
・
専

務
理
事
）

▽
副
会
長
＝
堀
田
能
成
（
大
阪
菓
子
・

常
務
理
事
）、
一
ノ
谷
祐
二
（
大
阪
府
信

用
金
庫
・
常
務
理
事
）、
宗
和
恭
志
（
尼

崎
機
械
金
属
・
常
務
理
事
）、
岩
崎
正

代
（
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
常
務

理
事
）

中 

国　
　
　
　
　
　

（
中
国
地
区
総
合
健
康
保
険
組
合
協
議
会
）

〇
定
例
総
会

　

令
和
５
年
４
月
20
日
、
島
根
県
出
雲

市
の
出
雲
空
港
ホ
テ
ル
で
、
第
40
回
定

例
総
会
を
開
催
し
、
８
組
合
15
名
が
出

席
し
た
。

　

寺
田
会
長
の
挨
拶
後
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
全
国
総
合
健
康
保
険

組
合
協
議
会
専
務
理
事
の
後
藤
利
美
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
健
康
保
険
組
合
を

取
り
巻
く
動
向
等
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

お問合せ

プログラムの内容、お見
積もりはいつでもご相談
ください︕

「新しい生活様式」に向けたルネサンスの健康づくり
肩凝り

腰 痛

睡眠
傷
害

メ
タ
ボ

喫 煙

メンタル
不
調

歩数
減少

飲 酒 企業
の
悩み

コミュニケーション
がとりづらい

生活習慣が
見えない

集合研修
ができない

健康かどうか
心配・・・

■運動や良い生活習慣のきっかけづくりに最適︕ ■運動の継続や仕事の合間のリフレッシュに最適︕

≪プログラム概要≫
○プログラム … ヨガ、機能改善ストレッチ、 対策 他
○時 間 … プログラム実施 分／ 分

（オリエンテーション 分／実施後の質疑応答 分）
○配信仕様… Zoomを使用し、参加者はご自宅でデバイスを問わず

参加いただけます。
○人 数 … 定員 名
○価 格 … 66,000円（税込）～

お客様のニーズ
に合わせた

豊富なプログラム︕

全 ９種類
レッスン 種類
セミナー 種類

簡単︕
初心者向け

短時間︕
好きな時間に

自宅や
デスクで︕

閲覧レポート
ご提供︕

料金設定

従業員の人数に合わせて
一人 円からできる

健康づくり

個人の
健康課題

オンラインでの
健康づくりのご案内

個人で登録
自宅がスタジオ︕

オンラインレッスンのご案内

スポーツクラブ
法人会員契約のご案内



― 22 ―

みみななささままのの健健ややかかなな

            暮暮ららししをを応応援援ししまますす  

ししっっととりり、、ああっったたかか、、ややすすららぎぎのの湯湯  姫姫にに優優ししいいししっっととりりのの湯湯  焼焼津津温温泉泉のの宿宿  

鳴鳴子子ややすすららぎぎ荘荘  

宮宮城城県県大大崎崎市市鳴鳴子子温温泉泉字字星星沼沼１１８８－－２２  

ごご予予約約  TTEELL：：00222299--8877--22112211  

hhttttppss::////wwwwww..sseemmppooss..oorr..jjpp//nnaarruukkoo//  

神神奈奈川川県県足足柄柄下下郡郡箱箱根根町町大大平平台台４４４４２２－－１１  

箱箱根根嶺嶺南南荘荘  

ごご予予約約  TTEELL：：00446600--8822--22889988  

hhttttppss::////wwwwww..sseemmppooss..oorr..jjpp//hhaakkoonnee//  

ややいいづづママリリンンパパレレスス  

静静岡岡県県焼焼津津市市本本町町１１丁丁目目６６－－３３  

ごご予予約約  TTEELL：：005544--662299--11001111  

hhttttppss::////wwwwww..sseemmppooss..oorr..jjpp//yyaaiizzuu//  
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表紙のことば

民
族
共
生
象
徴
空
間

ウ
ポ
ポ
イ
（
北
海
道
白し

ら
老お

い
町ち

ょ
う）

　

民
族
共
生
の
象
徴
と
な
る
こ
の
施
設
は
、

２
０
０
９
年
７
月
、
政
府
の
「
ア
イ
ヌ
政
策

の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
に
お

い
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
先
住
民
族
で
あ
る

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
ア
イ
ヌ
政
策
の
「
扇

の
要
」
と
し
て
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
０
年
７
月
、
北
海
道
白

老
町
に
北
海
道
初
の
国
立
博
物
館
と
国
立
民

族
共
生
公
園
か
ら
な
る
「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族

共
生
象
徴
空
間
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

先
住
民
族
ア
イ
ヌ
の
歴
史
と
文
化
を
多
角

的
に
学
べ
る
場
で
あ
り
、
共
生
社
会
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
貴
重
な
文
化
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
壮
大
な
使
命
を
持
つ
空
間
で
す
。

　

愛
称
の
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
と
は
、
ア
イ
ヌ
語

で
「（
お
お
ぜ
い
で
）
歌
う
こ
と
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
貴
重
な
文
化
で
あ
り
な
が
ら
存

立
の
危
機
に
あ
る
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
・
創

造
等
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
将
来
に
向
け

て
先
住
民
族
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
差
別
の
な

い
多
様
で
豊
か
な
文
化
を
持
つ
活
力
あ
る
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
の
象
徴
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
は
、
北
海
道
を
主
と
す
る
日
本
列

島
北
部
周
辺
の
先
住
民
族
で
あ
り
、
固
有
の

文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
独
自
の
言

語
で
あ
る
「
ア
イ
ヌ
語
」
を
は
じ
め
、
自
然

界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
魂
が
宿
る
と

さ
れ
る
「
宗
教
観
」、
様
々
な
行
事
の
際
に
披

露
さ
れ
る
「
古
式
舞
踊
」、
独
特
の
「
文
様
」

を
施
し
た
刺
繍
、
木
彫
り
の
工
芸
な
ど
、
豊

か
な
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。

国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

　

国
内
最
北
の
国
立
博
物
館
「
国
立
ア
イ
ヌ

民
族
博
物
館
」
は
、「
ウ
ポ
ポ
イ
」
の
中
核
施

設
で
す
。

　

一
階
の
大
画
面
シ
ア
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ

文
化
に
ま
つ
わ
る
多
彩
な
映
像
が
上
映
さ
れ

ま
す
。

　

先
住
民
族
文
化
の
調
査
・
研
究
成
果
な
ど

を
展
示
す
る
特
別
展
示
室
や
、
関
連
資
料
を

閲
覧
で
き
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
も
あ
り
、
ア
イ
ヌ

の
歴
史
や
文
化
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
な
が

ら
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
階
の
基
本
展
示
室
で
は
、
約
１
万
点
の

収
蔵
物
の
中
か
ら
、

こ
と
ば
・
世
界
・
く

ら
し
・
歴
史
・
し
ご

と
・
交
流
の
六
つ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
約

７
０
０
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
視

点
か
ら
「
私
た
ち
」

と
い
う
切
り
口
で
わ

か
り
や
す
く
語
る
ユ

ニ
ー
ク
な
構
成
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
立
民
族
共
生
公
園

　

同
じ
く
敷
地
内
に
あ
る
「
国
立
民
族
共
生

公
園
」
は
、
舞
踊
、
食
、
伝
統
工
芸
品
な
ど

を
通
じ
て
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
体
感
で
き
る
公

園
で
す
。

　
「
ウ
エ
カ
リ�

チ
セ
」（
体
験
交
流
ホ
ー
ル
）

で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
「
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
」
や
ム
ッ
ク

リ
（
口
琴
）
の
楽
器
演
奏
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の

伝
統
芸
能
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ヤ
イ
ハ
ノ
ッ
カ
ラ�

チ
セ
」（
体
験

学
習
館
）
で
は
、
ア
イ
ヌ
料
理
の
調
理
や
実

食
、
伝
統
楽
器
の
演
奏
体
験
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
ポ
ロ
ト
湖
の
ほ

と
り
に
あ
る
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
は
、
新
千
歳
空

港
か
ら
車
や
列
車
で
約
40
分
の
Ｊ
Ｒ
白
老
駅

か
ら
徒
歩
約
10
分
で
す
。
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伝統芸能上演の様子
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やっぱり油断は禁物 
どうする？ この夏の
感染症対策

「マイナ保険証」で病院の
かかり方をアップデート！

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 200 円＋税

体裁：Ａ４判　総４頁

新刊

新刊 新刊

新刊

若いうちに知って
おきたい健康のこと

新刊

新刊

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 300 円＋税

フレイル予防で
いきいきライフ

体裁：Ａ４判　総 16 頁
定価：本体 300 円＋税

ジェネリック・リフィル処方箋
お願いシール

体裁：封筒型

リフィル処方箋

体裁：Ａ４判　総４頁

広報誌、健康図書、家庭医学書、市販図書、実務図書の発行

出 版 事 業

スマートフォンに標準対応。 
使いやすさ・機能も大幅に向上

ホームページ・スタンダードプラン V
バージョン

3

「データヘルス計画」に基づいたプログラム

法研のデータヘルスプログラム

個人向け情報提供をサポートします

マイヘルスウェブ

健診受診者ひとりひとりに合わせた、オンリーワンの健康情報誌

マイヘルスレポート

健康づくりキャンペーンの実施をお手伝い

マイヘルスアップキャンペーン

健診・保健指導義務化への対応に

法研 特定保健指導プログラム

特定保健指導対象外の高リスク者にも確実にアプローチ

重症化予防事業

長年培ってきたノウハウで医療費低減化をサポート

前期高齢者向け電話保健指導『すこやかエイジ』

禁煙成功へのパートナー

禁煙支援事業

いつでも相談相手がいる「安心感」を提供します

ファミリー健康相談／ 
ベストドクターズ ®・サービス

こころの悩みや不安に臨床心理士がお応えします

メンタルヘルスカウンセリング

安衛法の改正に対応したストレス対策をご提供

マイストレスチェック

保健事業の推進と業務の効率化に

保健事業支援システム

ジェネリック医薬品の使用を促進します

ジェネリック医薬品差額通知（GE-Report）

保険給付適正化をサポート

被扶養者資格調査事業

入庫から保管までレセプトに関する業務を代行します

レセプト管理・分析システム

正確かつ高品質のデータ作成が可能に

健診結果データ化サービス

ご注文・お問い合わせはご注文・お問い合わせは

https://www.sociohealth.co.jp/

総合けんぽ　第157号　2023年７月発行��編集･発行　全国総合健康保険組合協議会
〒160-0004��東京都新宿区四谷1-23　東貨健保会館５階　☎03（3359）0066� 制作／（株）法研


